
身近な暮らしの中にある地域（自治会）や住民同士の自然なつながり（地域のお宝）や生活で役立つ情報など、那須烏山市で安
心して暮らせる支え合いの地域づくりを目指して、情報をみなさまにお届けする支え合おうねットワーク通信を発行しています。
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 支え合おうねットワーク通信

今回は、サンライズプロジェクト主催『日の出屋夏祭り』を取材してきました。
サンライズプロジェクトとは、大金地区から始動した「多世代交流拠点の復

活を目指す地域密着型の活動」で、地域の子育て世代が中心となり、かつての
賑わいを取り戻すため、『日の出書店跡地』で交流の場づくりを進めている団
体です。
夏祭り当日には約300人が来場し、イベントを体験したり夏ならではの食べ物

に舌鼓を打ったりと、楽しい夏の思い出を作っていました。
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一昨年の2月に『地域の方の居場所をつくりたい』 『子どもの頃に通った日の出
書店と大金の街にもう一度賑わいを取り戻したい』との思いからこのサンライズプ
ロジェクトを立ち上げました。現在は、子どもからお年寄りまで誰もが気兼ねなく
参加できるイベントを色々企画しています。是非、シャッターが開いていたら覗い
てみてください。ちょっと懐かしくて、楽しいワクワクに出会えると思います。
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夏の思い出…日の出とともに…
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９月は「認知症月間」です！ 
 

９月２１日は「認知症の日（世界アルツハイマーデー）」と定

められており、認知症に対する関心と理解を深めるための活動が

行われています。市保健福祉センターでは、市内の介護サービス

事業所の協力を得て、認知症普及啓発のシンボルカラーであるオ

レンジ色の作品をはじめ、各事業所のアイデア作品や認知症への

理解促進に思いを込めた作品が並んでいます。この機会にぜひお

越しください♪ 

 

 

認知症は誰でもなり得る身近な病気です 

 多くの病気で早期発見、早期対応が重要と言われていますが、

認知症も同様です。適切な対応を行うことで、自分らしい生き方

へとつながります。「年のせいかなぁ？」「何か変だなぁ」と感

じ、不安や戸惑いがあったら、まずは相談しましょう。 
 

市役所 健康福祉課 ０２８７－８８－７１１５ 

包括支援センターからすやま ０２８７－８２－７２７２ 

包括支援センターみなみなす ０２８７－８３－８７６０ 
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